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「に」と「で」の情報伝達機能（１）
―中国語「在」と対照して―

呉　淑圓

キーワード　情報伝達、焦点要素、非焦点要素、不均斉、対応関係

０．　はじめに

　本稿は、日本語の格助詞「に」「で」を中国語の介詞「在」と対照しつつ、情

報伝達１）という観点、あるいは焦点の有無という観点からそれらの用法を考察

しようとするものである。このような観点に立った研究は、少なくとも「に」

と「で」に関する限り、これまでに存在しない。

　「に」と「で」に関する従来の研究は大部分、両者の意味機能についての研

究である。以下に紹介する三つの先行研究もその例外ではない。

　神尾（１９８０）は、「に」および「で」の持つ語彙的な特徴あるいは制約につい

て次のように述べている。すなわち、「に」は、述語句が必然的にある空間的位

置と結びついている場合に、あるいはある方向への指向性の意味を含む場合に

用いられる助詞である。一方、「で」による位置の指定はしばしば恣意的、偶然

的であって「他の場所もありうるが」という含みを持っている。「に」は述語句

と直接結びついた位置の指定を行い、「で」は文全体と結びついて述語句の表す

動作、出来事、事態などの生ずる背景となる場所を指定するという文法的な相

違に関連する意味構造上の特徴を持っている。文法的・意味構造的な特徴は、

述語句の表す動作、出来事、事態などとこれらの助詞との関係という見地から

すれば、「に」が述語句の表す動作などに関わる空間的位置を直接的に表現する

のに対して、「で」は述語句の表す動作などを間接的に背景となる位置に結びつ

ける。したがって、述語句と「に」との意味関係を＜内的な位置関係＞と呼ぶ

ならば、述語句と「で」との意味関係は＜外的な位置関係＞と呼ぶことができ

ると神尾は述べている。

　中右（１９９５ａ、１９９５ｂ）は、日本語の格助詞「に」と「で」はともに多義だ

が、特筆すべき共通性があると述べている。その共通性とは、いずれにも＜位

置＞を合図する働きがあるということである。また、「に」は＜個体＞の位置を

合図するのに対し、「で」は＜状況＞（状態、事態、現象などを含む総称として
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用いる）の位置を合図するという。文法的にみると、「に」が典型的に基本述語

に内在的な項（argumenet）を表示するのに対して、「で」は随意的な附加語

（adjunct）を表示するという。「に」格の実体が当該事態に内在化された＜不可

欠な＞位置空間を指し示すのに対し、「で」格の実体は当該事態にとっては＜偶

然的な＞位置空間を指し示すのだというのである。

　田中・松本（１９９７）は、「に」と「で」の違いを次のように説明している。

「ｘで」と「ｘに」は、動詞との関係で言うならば、「ｘで」が外在的関係を、

「ｘに」が内在的関係を取り結ぶという違いがある。この違いは、両者の操作

子機能の違いから説明される。すなわち、「ｘに」は＜ｘを対象指定し、動詞的

チャンクに差し向けよ＞を要請するため、差し向けられた対象は動詞的チャン

ク（述部）の中に取り込まれる。これに対して、「ｘで」は＜領域限定を行い、

動作を予期せよ＞を要請するため、領域がまず限定され、その領域（状況）で

動作が起こる。ここで言う限定化された領域とは出来事の場を提供するものの

ことであり、それと動作とは外在的な（あるいは副詞的な）関係にある。＜モ

ノ限定＞の場合も同様に、モノを限定し、そのモノでもってある動作・出来事

が引き起こされる。「ｘで」は、動詞の内的な項に含まれないという理由によ

り、動詞との関係は外在的である。

　以上、「に」と「で」の意味機能についての三つの先行研究に触れた。

１．「在＋トコロ」表現の位置とその機能

　中国語の場所表現「在＋トコロ」は述語動詞の前後に現れる。述語動詞の前

にあれば前置式、述語動詞の後ろにあれば後置式と呼ばれる２）。本稿は前置式

を「在＋トコロ＋動詞」と、後置式を「動詞＋在＋トコロ」と呼ぶ。以下、本

節では「在＋トコロ」の機能がその位置の違いによってどのように異なるかを、

従来の研究を踏まえながら論じる。

　「在＋トコロ」の機能が位置の違いによって異なることを最初に指摘したの

は、張（１９５３）である。張は次のように述べている。

處所詞跟在介詞“在”“向”等的後頭、有時既可以作某個動詞的修飾語、也可

以作它的補足語、意思大體近似、如：“坐在椅子上”“在椅子上坐下”、“向東

邊走”“走向東邊”。區別是：第一、作修飾語時、意念上着重在動作；作補足

語時、意念上着重在處所。第二、作補足語時、動詞往往是單音詞；作修飾語

時、動詞往往是多音詞、或是帶有其他成分。（p.１４１） 
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　この張の指摘によれば、トコロ名詞が「在」「向」などの介詞の後ろにくる場

合、述語動詞の修飾語としての機能を持つだけではなく、動詞の補語としての

機能も持っている。そこで、例えば、「動詞＋在＋トコロ」と「在＋トコロ＋動

詞」の違いについて言うと、前者は主に場所に重点が置かれ、述語動詞は単音

節語３）が多い。一方、後者は動作に重点が置かれ、述語動詞は多音節語になる。

　劉ほか（１９８３）もこれと同様の指摘をしている。山口（１９８８）も、知的意味

を同じくする「在＋トコロ＋動詞」と「動詞＋在＋トコロ」について、福地

（１９８５）４）に言及しながら、「両者には何らかの違いがあると考えられる」と指

摘している。さらに、情報構造の裏付けに基づいて、張と劉の指摘、すなわち、

「在＋トコロ＋動詞」構文では動作に重点があり、「動詞＋在＋トコロ」構文で

は場所に重点があるという主張が妥当なものであると述べている。

　さて筆者は、先行研究で言われていることに疑義を覚えない。したがって、

筆者がこの節で行おうとするのは先行研究を否定することではなく、みずから

収集した実例によって従来の説を裏付けることである。

　まずはじめに、「在＋トコロ＋動詞」構文を取りあげる。

�　我告訴珠惠這様一直不停地責備已經没有任何意義了，我還故意露出頑皮的

微笑：

　「�！�知道這船怎麼會在沙灘上走來走去�？」

　「當然是有人移動它嘛！」（p.５６）

（原文：私は、私をなじりつづけることは、もはや何の意味もないのだと

珠恵に言い、わざといたずらっぽく微笑んで見せ、「ねェ、どうし

て、この舟は、砂浜の上で動き廻ってるんだろう」と話しかけた。

「そんなの、誰かが動かしてるのに決まってるわよ」）（『胸の香』

　p.４８））

�「對不起，讓�久等了。剛剛要出門時，在門口滑了一�。」

　「受傷了�？」

　「只是�傷了�。」（p.１６７）

（原文：「ごめんなさい、お待たせして。出かけようと思ったら、家の前で

ちょっと足をすべらせてしまったの」

　　　　「じゃ、おけがでも？」

　　　　「ちょっと、ねんざしただけだけど」）（『石の森』p.１６７）

　上の二つの中国語の例は日本語で書かれた小説を中国語に翻訳したものから

の引用であるが、そのいずれにおいても話し手と聞き手の応答から文中のどの
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要素が重要な情報であるかを判断することができる。�の場合、「�！�知道

這船怎麼會在沙灘上走來走去�？（ねェ、どうして、この舟は、砂浜の上で動

き廻ってるんだろう）」という質問に対して「當然是有人移動它嘛！（そんな

の、誰かが動かしてるのに決まってるわよ）」と答えている。これによって次の

ことが分かる。�の下線部において重要な情報を表している要素、すなわち焦

点要素は、「會……走來走去�？（どうして動き廻ってるんだろう）」の部分で

ある。「在沙灘上（砂浜の上で）」は重要な情報を表していない。これは非焦点

要素である。�についてはどうであろうか。「剛剛要出門時，在門口滑了一�。（出

かけようと思ったら、家の前でちょっと足をすべらせてしまったの）」という発

言に対して、「受傷了�？（じゃ、おけがでも？）」という問いが発せられてい

る。このやりとりから、場所を表す「在門口（家の前で）」も動作を表す「滑了

一�（足をすべらせてしまったの）」も新情報５）であることが分かる。しかし、

情報の重みづけは動作の方にある。仮に関心の中心が場所にあり、場所が焦点

要素であったら、「受傷了�？（じゃ、おけがでも？）」という問いは発せられ

まい。

　以上の二つの例を分析して、「在＋トコロ＋動詞」構文においては動詞の部分

が焦点要素であり、「在＋トコロ」の部分は非焦点要素であることが裏付けられ

た。

　次に、「動詞＋在＋トコロ」構文について考察する。この構文では、情報の中

心は動作にあるのか、それとも場所にあるのか。このことを以下にあげる実例

に即して考えてみよう。

�「也許今天晩上所説的話對�並没有任何意義。但是把種子播在好的土壤中
・・・・・・

，

種子自然會長得很好；把種子播在石頭地
・・・・

，種子就會枯萎。至於�是好土壤

或石頭地，就全看�自己的表現了。如果�偶爾想到我，可以依名片上的電

話打電話給我。」（pp.１４２－１４３）

（原文：「今夜わたしのいった言葉は、君にはたいした意味を持たない

言葉かも知れないね。よい地に
・・・・

種をまけば、その種はよく育つ。

石地に
・・・

まけば枯れてしまう。君はよい地か、石地か。まあ何かの

時に思い出したら、その名刺のところに電話をくれ給え」）（『石の

森』p.１４０）

�「�，風間君�，還有，�也知道�，今天�，神奈川的SAKVIA交際舞協

會有五十名會員要來，餐廳和大廳兩邊就麻煩�了。若杉君和阿春會負責温

泉，客房就交給澤木君他們…還有，�我把這兩件禮服拿去掛在我房間的拉
・・・・・・

門門框上
・・・・

。不要放進衣
・
�
・
裡
・
�。」（pp.２０－２１）
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（原文：「ああ、それで、カザマ君。今日は、ほら、神奈川のサルビア会の

方、五〇人だから、よろしくお願いします。レストランの方とホー

ルね。温泉の方は若杉君とハルさん。客室の方も沢木君達が回っ

てるから。……それから、このドレスはロッカーの中
・・・・・・

じゃなくて、

私の部屋の鴨居に
・・・・・・・・

かけておいてね」。）（『ブエノ』pp.２０－２１）

�　儘管如此，這兩天我都在談這個事件。在談話間，我開始錯覺這個事件已不

是他人
・・

的事，而是發生在自己身上
・・・・・

的事了。（p.１１１）

（原文：それにしてもこの二日間、私はこの事件のことばかり語っている。

話している途中で、私はこの事件が最早他人事
・・・

ではなく、自分の
・・・

身に
・・

起こったことであるかのような錯覚を覚え始めていた。）（『姑

獲鳥』p.１４５）

�「我要求明天延緩一天。明天一天如果無法追究出真相，審判官就會出面……

這麼一來，牧朗先生的事件和嬰兒事件，所有�實合而為一，會同時公開�。

但不是發表在這種亂七八糟的雜誌
・・・・・・・・・・

，是報紙
・・

，即使�的家人無罪，這個家也

會毀掉。」（下）（p.８３）

（原文：「明日一杯時間稼ぎをしました。明日中に真相が究明されなければ、

司直の手が伸び―そうなれば牧朗さんの事件も、赤児事件も、

虚実を合わせた凡てが一斉に表沙汰になるでしょう。こんないい
・・

加減な雑誌
・・・・・

ではなく、新聞に
・・・

載ります。仮令あなたの家族が無実

であったとしてもこの家は崩壊します」）（『姑獲鳥』p.３９７）

　上の�～�では、「在＋トコロ」がすべて動詞の後ろに置かれているが、注目

すべきことに、これらの「在＋トコロ」はいずれも対比的に用いられている。

ところで、対比的に用いられた要素は常に焦点要素である６）。したがって、上

に引用した「在＋トコロ」はいずれも焦点要素ということになる。

　以上により、動詞の前に置かれた「在＋トコロ」は非焦点要素であり、動詞

の後ろに置かれた「在＋トコロ」は焦点要素であるということの正しさが裏付

けられた。しかしここで改めて述べておかねばならないが、本稿の目的はこの

事実を明らかにすることではなく、この事実をもとに日本語の「に」と「で」

の使い分け、特に情報伝達機能の違いを明らかにすることである。

２．「に」「で」と「在＋トコロ」の対応関係

　本節の目的は、「在＋トコロ」の文中での位置による機能の違いをもとにして、
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「に」と「で」の機能の違いを予測することである。前節で述べたように、「在

＋トコロ＋動詞」構文における「在＋トコロ」は非焦点要素、「動詞＋在＋トコ

ロ」構文における「在＋トコロ」は焦点要素である。仮に前者の「在＋トコロ」

と後者の「在＋トコロ」とが同じように「に」あるいは「で」と対応するなら

ば、「に」と「で」の間に情報の重要さにかかわる差異は存在しないという仮定

が導かれる。しかし仮に、前者の「在＋トコロ」と「に」「で」の関係と後者の

「在＋トコロ」と「に」「で」の関係との間にある種の不均斉が観察されたなら

ば、「に」と「で」は情報の重要さに関して異質のものを有するという予測が成

り立つ。

　このような問題意識をもって、筆者は中国語の「在」と日本語の助詞「に」

「で」との対応関係について統計的な調査を行ってみた。調査の対象とした資

料は、日本の小説１１作品とそれを中国語に翻訳した１１作品である。調査結果を

表にまとめると、以下のようになる。 

「で」「に」
助詞

作品　　　　　　構文

３３例（５１.５％）３８例（２６.７％）在＋トコロ＋動詞
『水辺の』

３１例（４８.４％）１０４例（７３.２％）動詞＋在＋トコロ

４４例（８１.４％）１９例（２５.６％）在＋トコロ＋動詞
『胸の香』

１０例（１８.５％）５５例（７４.３％）動詞＋在＋トコロ

４１例（７４.５％）３６例（３１.３％）在＋トコロ＋動詞
『カンガ』

１４例（２５.４％）７９例（６８.６％）動詞＋在＋トコロ

２２例（７３.３％）２１例（２４.１％）在＋トコロ＋動詞
『風の歌』

８例（２６.６％）６６例（７５.８％）動詞＋在＋トコロ

７０例（７６.９％）３７例（２３.７％）在＋トコロ＋動詞
『秘密』

２１例（２３.０％）１１９例（７６.２％）　動詞＋在＋トコロ

１１例（５０.０％）１３例（２８.８％）在＋トコロ＋動詞
『石の森』

１１例（５０.０％）３２例（７１.１％）動詞＋在＋トコロ

１２例（６６.６％）１２例（３５.２％）在＋トコロ＋動詞
『哀しい』

６例（３３.３％）２２例（６４.７％）動詞＋在＋トコロ

３３例（７８.５％）３５例（３０.７％）在＋トコロ＋動詞
『ブエノ』

９例（２１.４％）７９例（６９.２％）動詞＋在＋トコロ

１８例（５１.４％）１８例（３１.５％）在＋トコロ＋動詞
『葡萄物』

１７例（４８.５％）３９例（６８.４％）動詞＋在＋トコロ
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　さて、上の表から何が読み取れるか。この表は「に」と「で」の違いについ

て何かを語っているのか。

　表の数字を見てまっさきに気づくのは、「に」が「在＋トコロ＋動詞」構文と

対応することが少なく、「動詞＋在＋トコロ」構文と対応することが多いという

事実である。そしてこれとは反対に、「で」が「在＋トコロ＋動詞」構文と対応

することが多く、「動詞＋在＋トコロ」構文と対応することが少ないという事実

である。このことから次の仮定が導かれる。

１）場所を表す「～に」は焦点要素となることが多く、非焦点要素となること

は少ない。焦点要素としての「～に」と非焦点要素としての「～に」の比

率は、約７対３である。

２）場所を表す「～で」は焦点要素となることが少なく、非焦点要素となるこ

とが多い。焦点要素としての「～で」と非焦点要素としての「～で」の比

率は約３対７である。

　この仮定はもちろん、中国語の「在＋トコロ」が動詞の後ろにあれば焦点要

素であり、動詞の前にあれば非焦点要素であることを前提としている。そして、

「に」と「で」の使い分けが調査対象とした小説の中で正確になされているこ

と、さらに日本語から中国語への翻訳が正確になされていることを前提として

いる。

３．むすび

　本稿では、日本語の格助詞「に」と「で」を中国語の介詞「在」と対照しつ

つ情報伝達という観点、あるいは焦点の有無という観点からそれらの使い分け

を考察しようとした。まずはじめに、中国語の「在＋トコロ＋動詞」構文につ

いてこれが動作に焦点をあてた表現であること、そして中国語の「動詞＋在＋

３４例（５９.６％）１７例（１８.０％）在＋トコロ＋動詞
『海峡の』

２３例（４０.３％）７７例（８１.９％）動詞＋在＋トコロ

４８例（７３.８％）２１例（２９.１％）在＋トコロ＋動詞
『姑獲鳥』

１７例（２６.１％）５１例（７０.８％）動詞＋在＋トコロ

３６６例（６８.６％）　２６７例（２６.９％）　在＋トコロ＋動詞
合計

１６７例（３１.３％）　７２３例（７３.０％）　動詞＋在＋トコロ
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トコロ」構文についてこれが場所に焦点をあてた表現であることを確認した。

次に、日本語の格助詞「に」「で」と中国語の二つの構文との対応関係を調査し

た。すなわち、日本語で書かれた小説１１作品と、それを中国語に翻訳した１１作

品を取りあげ、「に」と「で」が中国語で「在＋トコロ＋動詞」構文と「動詞＋

在＋トコロ」構文のいずれを使って訳されているかを調べた。この調査でわかっ

たのは、「に」は「動詞＋在＋トコロ」構文と対応することが多く、「で」は

「在＋トコロ＋動詞」構文と対応することが多い、という事実である。この事

実から、筆者は、「に」は焦点要素となりやすく、「で」は焦点要素になりにく

い、という仮定を導いた。この仮定の正しさを日本語の現実に照らして実証す

ること、そして先行研究で述べられてきたこととこの仮定との関係を明らかに

することが次の論考の課題である。

注

１）福地（１９８３：４８－４９）は、「情報の伝達とは、話し手にわかっていて聞き手

にわかっていないことを伝える行為である。聞き手に全くわかっているこ

とがらを伝えてもあまり意味はない。しかし、話し手は、聞き手にわかっ

ていないことだけを述べるわけでもない。（中略）この意味において、聞き

手にわかっていることを旧情報、わかっていないことを新情報と呼ぶ。（中

略）一般に文の要素は、旧情報を担うものを前に、新情報を担うものを後

に置く。また、重要な情報を伝える部分はそうでない部分よりも後に置か

れる」と述べている。この点については、すでに井上（１９７９）の指摘があ

る。（注７参照）

２）前置式、後置式のほかに文頭式がある。文頭式とは「在＋トコロ」が文頭

に置かれるものである。

３）単音節語は、漢字の一文字で表される。一方、多音節語は複数の漢字によっ

て表される。

４）福地（１９８５：１３９）は「１つの言語の中で全く同じ伝達内容を表すのに２種

類の構文があることは考えにくく」ということを指摘している。

５）福地（１９８３：４９）は、「伝達される情報には相対的に重要なものとそれほど

重要でないものがある。新情報が伝達上重要であり旧情報がそれほど重要

でないことは当然であるが、新情報のなかにも重要なものとそうでないも

のがあり、また、旧情報のなかにも重要度の軽重があるのが普通である」

と述べている。
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６）劉（１９９２：３１）は、「対比をあらわす文では、対比される成分がつねに焦点

であり、アクセントも常にそこに置いて発音しなければならない」と指摘

している。

７）井上（１９７９：２５）は、ブラーグ学派の機能的構文論（ＦＳＰ）によれば、

文は、旧から新へという情報構造を持っていることを指摘し、さらにこれ

を「旧・新の原理」と呼んでいる。また、この原理によると文頭の位置が

旧をになう要素の位置、文末が新をになう要素の位置であるとしている。
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『水邊的搖籃』２００１年、麥田出版）

『哀しい』……吉本ばなな『哀しい予感』１９９１年、角川書店（呉繼文訳『哀愁
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